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菅首相のキャラと話し方 
                       言の葉ＯＦＦＩＣＥかのん代表 川邊 暁美 

 

◆表情変えず感情押し殺す 
第９９代内閣総理大臣に「令和おじさん」こと菅義偉氏が就任した。まんじゅう、どら焼きなど新首相

誕生にあやかる商品のニュースを見るたびに、特徴を上手く際立たせているものだと感心する。 

官房長官としての在任期間は７年８カ月に及び、３２００回もの記者会見に立ってきたという菅首相

の顔は頻繁に目にしてきたはずなのに、これまでは格別な印象を持っていなかった。「スガちゃんま

んじゅう」を見て、なるほどこんな特徴があったのかと新鮮に感じた次第である。 

むろん話し方も注目したことはなかったが、歴代首相をはじめ政治家の話し方について、折に触れ

て執筆してきた筆者としては、何とか新首相の「話し方の特徴」を捉えようとここにきて苦心している。 

強いインパクトを残さない、地味で冷静な参謀タイプ…官房長官時代を思い起こしてみると、役割

のせいだろうが、あまり表情を変えず、感情を押し殺したような抑揚のない声と話し方。受け答えは落

ち着いており、失言はしないが、何を考えているのかうかがい知れず、聞き手との間にバリアーを張

っているような感じだった。 

◆「田舎者丸出しの政治家」 
自民党総裁選に出馬した際も他の候補に比べて、国民から見ると「キャラが立っていない」印象だ

った。 

石破茂氏は、演説で熱く力強く語り、テレビ番組でのトークの際は穏やかな話し方、と使い分けて

いる強者であったし、岸田文雄氏はマスクをしていても微笑んでいるのがわかる柔和な表情とスマー

トな外見、聞きやすいソフトな語り口で安定感があった。 

総裁選の結果は決まっているとは言っても、菅氏って一体、どんな人なのだろう？ と思っていたと

きに、竹下亘氏の推薦の弁にあった「田舎者丸出しの政治家」の一言で、キャラが立った。カリスマ性

はないが、実直で誠実な苦労人だと。改めてそういう目で見てみると、「国民のために働く内閣」という

少々泥臭い言葉も、真っ直ぐに質問者を見ながら答える様子も、人と成りを表しているように思えてく

る。今思えば、当初、何て失礼な表現だと思ったあの一言は最高の賛辞だったのだ。 

◆単調でインパクトに欠ける面も 
菅首相の就任記者会見での話し方は安倍晋三前首相と比べると、ゆっくりと話しているように感じ

られるが、字数でカウントするとほぼ同じ。安倍前首相は、話し始めと語尾が早口気味で言葉が流れ

たり、小刻みに声の調子が上下したりする独特のリズム感があり、プロンプターを使うこともあってか、

意識的に左右正面に視線を振り分ける様子と相まって、時にせわしなく感じられることがあった。 

菅首相は、話し方にほとんどメリハリはないものの、リズムが一定で、語尾の「です、ます」をきちん

と言い終えて、間を取るので、落ち着いて聞いていられる。 

ただ、安定し過ぎた話し方は、裏を返せば単調でインパクトに欠ける。キーワードとして強調したい

言葉に抑揚をつける、話すテンポに変化をつける、ジェスチャーや視線を意識する、国民への問い掛

けの言葉を盛り込むなど、聞き手を惹きつける工夫を加えてみてはいかがだろうか。もちろん中味の

ない話はいくら演出しても国民の心に響かない。首相としての話し方にどのような「スガちゃん」カラー

が出てくるのか、期待したい。  

                                                 （かわべ・あけみ） 


